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第 483号　（ 1）令和 2年11月20日発行 ニ ュ ー ス 済 生 ［ 2 0 2 0 年 11月号］

令和2年1月～10月分実績

◎本会会員加入状況
39,501人　　　86.0 %
44,683口　　8,936万円

◎外部会員加入状況
6人　　　32千円

◎一時寄付状況
33件　　194万円

（内、自販機関係　49万円）
◎募金箱　　　　　　 37万円

高松宮記念基金に
ご協力ください

寄
贈

人
事

3
議
案
を
承
認

8
議
案
を
可
決

評
議
員
会

理
事
会

面
会
対
応
で
新
た
な
負
担

職
員
の
ス
ト
レ
ス
に
苦
慮
　

旭
日
小
綬
章

前
鳥
取
県
済
生
会
会
長

中
村　

勝
治
氏

瑞
宝
小
綬
章

元
栃
木
県
済
生
会
監
事

山
本　
　

寛
氏

群
馬
県
済
生
会
支
部
長（
兼
）

済
生
会
前
橋
病
院
名
誉
院
長

西
田　

保
二
氏

元
滋
賀
県
済
生
会
業
務
担
当

理
事

馬
淵　

義
博
氏

旭
日
双
光
章

元
栃
木
県
済
生
会
評
議
員

斎
藤　

公
司
氏

瑞
宝
双
光
章

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
が
ま
ち
荘
歯
科
衛
生
士

小
山　

牧
子
氏

高
岡
病
院
参
与
（
兼
）
高
岡

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所

長
・
同
院
元
看
護
部
長

下
崎
ふ
み
子
氏

　藍
綬
褒
章

元
愛
媛
県
済
生
会
会
長

関　
　

啓
三
氏

旭
日
重
光
章

前
群
馬
県
済
生
会
会
長

大
澤　

正
明
氏

瑞
宝
重
光
章

熊
本
県
済
生
会
理
事

﨑
本　

達
郎
氏

瑞
宝
中
綬
章

元
熊
本
県
済
生
会
評
議
員

二
塚　
　

信
氏

元
大
分
県
済
生
会
会
長

二
日
市
具
正
氏

11
月
3
日
　
本
会
関
係
者

11
月
2
日
　
本
会
関
係
者

秋
の
叙
勲

秋
の
褒
章

　

済
生
会
の
福
祉
施
設
が
取

り
組
ん
で
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
直

面
す
る
課
題
な
ど
を
施
設
間

お
よ
び
本
部
事
務
局
で
共
有

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
に
係
る
情
報
交
換

会
」
が
10
月
14
日
か
ら
11
月

2
日
ま
で
、
参
加
施
設
を
9

グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
で
開
催
さ
れ
た
。

　

老
健
や
特
養
の
高
齢
者
施

設
に
加
え
、
乳
児
院
、
児
童

養
護
施
設
、
保
育
所
、
障
害

者
支
援
施
設
等
の
福
祉
施
設

も
対
象
と
し
、
延
べ
1
0
8

施
設
が
参
加
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
福
祉

施
設
の
業
績
へ
の
影
響
は
、

通
所
系
・
在
宅
系
サ
ー
ビ
ス

を
除
き
全
体
的
に
は
軽
微
だ

っ
た
。
こ
れ
は
、
多
く
の
施

設
が
感
染
へ
の
防
止
策
を
徹

底
し
て
行
な
っ
た
こ
と
が
一

因
と
言
え
る
。

　

一
方
、
ウ
イ
ル
ス
の
施
設

内
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に

取
っ
た
施
策
の
問
題
点
も
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　

現
在
、
利
用
者
の
面
会
は
、

リ
モ
ー
ト
や
ア
ク
リ
ル
板
越

し
、
利
用
者
の
写
真
を
家
族

に
送
る
等
、
施
設
独
自
で
工

夫
し
て
い
る
が
、
時
間
や
一

日
当
た
り
の
面
会
数
を
制
限

せ
ざ
る
を
得
ず
、
利
用
者
や

家
族
の
不
満
は
残
っ
た
ま
ま
。

ま
た
、
面
会
は
職
員
の
ア
シ

ス
ト
が
必
要
な
た
め
、
こ
れ

が
新
た
な
業
務
と
な
っ
て
職

員
の
負
担
が
増
加
し
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
は
利
用
者
の

面
会
制
限
緩
和
の
方
針
を
出

し
て
い
る
が
、
そ
の
時
期
や

緩
和
の
程
度
な
ど
は
各
施
設

に
任
さ
れ
て
お
り
、
今
後
感

染
症
防
止
と
ど
の
よ
う
に
バ

ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
く
の
か

難
し
い
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。

　

職
員
の
感
染
防
止
の
た
め
、

職
員
は
じ
め
同
居
家
族
に
も

移
動
自
粛
等
を
要
請
し
て
い

る
施
設
も
あ
る
。
こ
う
し
た

制
限
に
加
え
世
間
で
は
「
Ｇ

ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
」
な
ど
が

大
き
く
宣
伝
さ
れ
て
お
り
、

ス
ト
レ
ス
が
募
る
職
員
へ
の

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
ど
の
よ
う

に
行
な
え
ば
よ
い
か
苦
慮
し

て
い
る
と
訴
え
る
施
設
長
も

多
か
っ
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
利
用
者

に
感
染
者
が
発
生
し
た
際
の

専
門
病
院
へ
の
円
滑
な
転
院

の
仕
組
み
を
構
築
す
る
必
要

性
、
介
護
職
員
に
感
染
者
が

発
生
し
た
際
の
職
員
不
足
へ

の
対
応
、
一
部
の
衛
生
用
品

の
価
格
上
昇
や
備
蓄
へ
の
対

応
、
職
員
の
ス
ト
レ
ス
対
応

等
に
つ
い
て
発
言
が
あ
っ
た
。

　

炭
谷
茂
理
事
長
は
、「
新

型
コ
ロ
ナ
問
題
は
済
生
会
に

と
っ
て
戦
後
最
大
の
危
機
。

福
祉
施
設
の
み
な
さ
ん
が
し

っ
か
り
と
感
染
症
対
策
を
講

じ
、
施
設
運
営
を
行
な
っ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

る
」
と
し
た
う
え
で
、「
万

全
の
感
染
症
対
策
を
行
な
っ

て
施
設
利
用
者
に
で
き
る
限

り
日
常
の
ケ
ア
が
で
き
る
よ

う
な
体
制
を
構
築
し
て
ほ
し

い
。
本
部
も
物
資
不
足
や
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
際
の

人
的
支
援
と
費
用
負
担
、
済

生
会
病
院
と
福
祉
施
設
と
の

さ
ら
な
る
連
携
強
化
を
図
っ

て
い
く
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

（
社
会
福
祉
・

地
域
包
括
ケ
ア
課
）

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
お
け

る
済
生
会
の
対
応
方
針
に
つ

い
て
」。
新
型
コ
ロ
ナ
対
応

に
伴
う
院
内
体
制
の
整
備
や
、

地
域
住
民
に
安
心
し
て
施
設

を
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
の

　

11
月
10
日
に
本
年
度
2
回

目
の
災
害
・
安
全
管
理
対
策

委
員
会
が
開
か
れ
た
。

　

議
題
は
前
回
委
員
会
（
9

月
28
日
）
か
ら
継
続
し
て
の

協
議
事
項
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

働
き
か
け
、
物
資
や
法
人

内
で
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て
、

各
委
員
が
自
施
設
の
現
状
報

告
と
意
見
を
述
べ
た
。

　

職
員
の
感
染
防
止
に
つ
い

て
「
家
族
以
外
と
の
外
食
は

禁
止
」「
移
動
制
限
」
な
ど

の
措
置
を
取
っ
て
い
る
な
ど

と
報
告
。「
職
員
の
市
中
感

染
は
仕
方
が
な
い
が
、
そ
れ

を
院
内
感
染
に
つ
な
げ
な
い

こ
と
に
力
を
入
れ
る
」「
り

患
を
恐
れ
て
発
熱
等
を
内
緒

に
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ

と
が
重
要
」
な
ど
の
意
見
が

あ
っ
た
。

　

感
染
防
止
対
策
の
周
知
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
公
開
講
座
等
を

通
じ
て
積
極
的
に
発
信
す
る

こ
と
が
必
要
と
指
摘
。
施
設

で
発
生
し
た
場
合
は
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
内
外
に
知
ら

せ
る
こ
と
も
重
要
と
い
っ
た

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
医
療
従
事
者
へ
の

風
評
被
害
は
収
ま
り
つ
つ
あ

る
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
者
へ
の
差
別
は
依
然
と
し

て
見
ら
れ
、
特
に
感
染
者
が

少
な
い
地
域
で
は
根
強
く
、

診
療
に
当
た
る
病
院
職
員
も

そ
れ
を
意
識
し
て
緊
張
を
強

い
ら
れ
る
。「
済
生
会
と
し

て
患
者
に
や
さ
し
く
し
よ
う
、

患
者
を
守
ろ
う
と
い
う
意
識

を
徹
底
し
て
い
こ
う
」
と
の

意
見
も
あ
っ
た
。

　

9
月
以
降
、
順
次
行
な
わ

れ
た
病
院
長
、
介
護
・
福
祉

施
設
長
を
対
象
と
し
た
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
情
報
交
換
会
」
で

挙
が
っ
た
法
人
に
対
す
る
主

な
要
望
事
項
も
協
議
。
衛
生

材
料
等
が
不
足
し
た
場
合
の

支
援
や
同
時
に
多
数
の
職
員

が
自
宅
待
機
と
な
る
な
ど
一

時
的
な
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
に

よ
り
事
業
継
続
が
困
難
と
な

っ
た
施
設
に
対
す
る
人
的
支

援
の
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
協
議
内
容
を

基
に
、
年
内
に
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

お
け
る
済
生
会
の
対
応
方

針
」
を
取
り
ま
と
め
る
。

（
事
業
推
進
課
）

　

評
議
員
会
が
10
月
30
日
、

本
部
で
開
か
れ
た
。
令
和
2

年
度
事
業
計
画
及
び
同
予
算

の
変
更
（
案
）
を
含
む
議
案

は
3
件
で
、
全
て
可
決
さ
れ

た
。
協
議
事
項
は
2
件
、
報

告
事
項
は
4
件
だ
っ
た
。

　
【
議
案
】
第
52
号
＝
令
和
2

年
度
事
業
計
画
及
び
同
予
算

の
変
更
（
案
）
▽
第
53
号
＝

基
本
財
産
の
処
分
▽
第
54
号

＝
定
款
の
一
部
変
更

　
【
協
議
】
①
施
設
の
統
廃
合

に
備
え
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
の
創
設
②
令
和
2
年

度
・
令
和
3
年
度
の
済
生

会
学
会
・
総
会
及
び
創
立

1
1
0
周
年
記
念
表
彰
等

（
案
）

　
【
報
告
】
①
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
に
関
す
る
本
会
の
対
応

②
厚
生
労
働
省
指
導
監
査
結

果
③
本
会
施
設
の
経
営
状
況

報
告
④
令
和
2
年
度
上
半
期

資
金
運
用
状
況
報
告（総

務
課
）

　

理
事
会
が
10
月
16
日
、
本

部
で
開
か
れ
、
議
案
8
件
が

全
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

協
議
事
項
は
2
件
、
報
告
事

項
は
4
件
だ
っ
た
。

　
【
議
案
】
第
30
号
＝
令
和
2

年
度
事
業
計
画
及
び
同
予
算

の
変
更
（
案
）
▽
第
31
号
＝

基
本
財
産
の
処
分
▽
第
32
号

＝
定
款
の
一
部
変
更
▽
第
33

号
＝
資
金
借
入
承
認
の
件
▽

第
34
号
＝
共
済
事
業
規
約
の

一
部
改
正
に
関
す
る
件
▽
第

35
号
＝
支
部
長
を
選
任
す
る

件
▽
第
36
号
＝
理
事
長
が
定

め
る
施
設
の
長
を
選
任
す
る

件
▽
第
37
号
＝
評
議
員
会
の

招
集

　
【
協
議
】
①
施
設
の
統
廃
合

に
備
え
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
の
創
設
②
令
和
2
年

度
・
令
和
3
年
度
の
済
生

会
学
会
・
総
会
及
び
創
立

1
1
0
周
年
記
念
表
彰
等

（
案
）

　
【
報
告
】
①
厚
生
労
働
省
指

導
監
査
結
果
②
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
に
関
す
る
本
会
の
対

応
③
本
会
施
設
の
経
営
状
況

報
告
④
令
和
2
年
度
上
半
期

資
金
運
用
状
況
報
告（総

務
課
）

　
鳥
取
県
済
生
会

会
長

委
嘱　

伊
達
憲
太
郎
10
・
12

解
嘱　

中
村
勝
治　

7
・
24

　
栃
木
県
済
生
会

小
林
健
二
殿　

1
0
0
万
円

（
宇
都
宮
病
院
へ
）

福
祉
施
設

情
報
交
換

災
害
・

安
全
委

対
策
は
積
極
P
R
を

発
生
施
設
へ
人
的
支
援
策

お
こ
と
わ
り　

１２
月
号
は
１

月
号
と
の
合
併
号
で
、
来
年

１
月
初
旬
の
発
刊
で
す
。

新型コロナ
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12
月
の
予
定

1
月
の
予
定

茨
城
・
神
栖
で
「
フ
ェ
ア
」

標
準
予
防
策
、事
前
登
録
で

済
生
が
１
１
０
０
号
に

2
月
号　
記
事
に
記
念
品

岡
山
・
き
び
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
開
設

　

日
本
中
央
競
馬
会
（
Ｊ
Ｒ

Ａ
）
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
、
済
生
会
に

5
億
円
を
寄
付
。
東
京
都
港

区
の
Ｊ
Ｒ
Ａ
本
部
で
後
藤
正

幸
理
事
長
が
、
炭
谷
茂
理
事

長
に
目
録
を
贈
呈
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
Ａ
は
、
レ
ー
ス
の
売

上
金
か
ら
競
馬
場
が
所
在
す

る
自
治
体
を
通
じ
て
医
療
機

関
や
社
会
福
祉
事
業
、
学
生

へ
の
支
援
を
実
施
。
他
に
も

競
馬
場
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

セ
ン
タ
ー
が
あ
る
地
域
の
医

療
機
関
へ
医
療
備
品
等
を
寄

贈
し
て
い
る
。

　

本
会
関
係
で
は
、
滋
賀
県

病
院
が
8
月
に
競
走
馬
の
調

教
な
ど
を
行
な
う
栗
東
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
（
滋

賀
県
栗
東
市
）
か
ら
、
人
工

呼
吸
器
と
超
音
波
画
像
診
断

装
置
が
寄
贈
さ
れ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
Ａ
の
後
藤
理
事
長
は

「
コ
ロ
ナ
か
ら
命
を
守
っ
て

く
れ
る
医
療
機
関
が
、
厳
し

い
経
営
状
況
に
お
か
れ
る
と

い
う
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
個
人
と
し
て
医
療
従

事
者
の
役
に
立
ち
た
い
と
思

っ
て
も
で
き
る
こ
と
は
少
な

い
が
、
当
会
は
幸
い
に
も
競

馬
フ
ァ
ン
の
皆
様
か
ら
い
た

だ
い
た
お
金
を
医
療
機
関
の

た
め
に
役
立
て
る
こ
と
が
で

き
る
。
い
つ
か
は
コ
ロ
ナ
を

克
服
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま

す
」
と
語
っ
た
。

　

炭
谷
理
事
長
は
、「
済
生

会
は
コ
ロ
ナ
か
ら
逃
げ
な
い

と
い
う
方
針
で
、
全
国
で
感

染
症
の
治
療
に
あ
た
っ
て
い

る
が
、
病
院
経
営
は
非
常
に

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

寄
付
金
は
地
域
の
医
療
と
福

祉
を
守
る
た
め
に
役
立
て
ま

す
」
と
述
べ
、
後
藤
理
事
長

に
感
謝
状
を
贈
っ
た
。

（
広
報
室
）

　
〈
茨
城
〉
神
栖
済
生
会
病

院
が
、
人
生
の
最
終
段
階

に
お
け
る
医
療
と
ケ
ア
を

考
え
る
イ
ベ
ン
ト
「
済
生

会
フ
ェ
ア
・
終
活
フ
ェ
ス

2
0
2
0
」
を
12
月
5
日
に
、

神
栖
市
の
か
み
す
防
災
ア
リ

ー
ナ
で
開
催
す
る
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
、
各
地
で
済
生
会
フ

ェ
ア
が
中
止
と
な
っ
た
な
か

で
、
神
栖
済
生
会
病
院
は
、

標
準
予
防
策
を
徹
底
し
た
上

で
、
参
加
者
は
事
前
登
録
制

で
実
施
。YouTucbe

で
も

ラ
イ
ブ
配
信
す
る
予
定
。

　
　
　

◇　

◇　

◇

　

令
和
3
年
度
に
済
生
会
フ

ェ
ア
を
開
催
す
る
支
部
・
施

設
の
募
集
は
ニ
ュ
ー
ス
済
生

等
で
後
日
、
案
内
す
る
。
な

お
、
補
助
金
の
採
否
は
、
令

和
2
年
度
に
採
択
さ
れ
た
施

設
が
再
度
応
募
す
れ
ば
優
先

す
る
。

（
広
報
室
）

　

機
関
誌
「
済
生
」
が
令
和

3
年
2
月
号
で
通
算
１
１
０

０
号
と
な
る
。
こ

れ
を
記
念
し
て
今

年
１
年
間
に
掲
載

さ
れ
た
記
事
の
中

か
ら
「
心
に
残
る

記
事
」
を
11
本
選

び
、
そ
の
執
筆
者

に
同
誌
連
載
中
の

「
口
福
に
っ
ぽ
ん
」
で
紹
介

の
各
地
の
名
産
品
を
贈
呈
す

る
。
選
者
は
炭
谷
理
事
長
は

じ
め
本
会
関
係
者
や
機
関
誌

の
編
集
に
携
わ
る
外
部
の
人

た
ち
（
広
報
室
員
は
除
く
）。

発
表
は
済
生
１
１
００

号
誌

上
で
。

　

済
生
は
大
正
13
年
6
月
28

日
に
第
1
号
（
写
真
）
が
発

刊
さ
れ
、
戦
争
で
一
時
中
断

は
あ
っ
た
も
の
の
月
刊
で
刊

行
さ
れ
続
け
て
い
る
。

（
広
報
室
）

　

共
同
治
験
推
進
専
門
小
委

員
会
が
10
月
22
日
、
本
部
で

開
催
さ
れ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
を
含
む

13
人
が
出
席
し
た
。

　
【
協
議
】

◇
共
同
治
験
の
推
進
と
済
生

会
中
央
治
験
審
査
委
員
会
の

活
性
化
（
令
和
元
年
度
の
共

同
治
験
実
績
を
元
に
）

　

大
学
病
院
や
Ｓ
Ｍ
Ｏ
（
治

験
施
設
支
援
機
関
）
経
由
の

治
験
増
加
に
伴
い
一
般
病
院

向
け
治
験
が
減
少
す
る
中
、

共
同
治
験
事
務
局
あ
て
調
査

依
頼
件
数
も
減
少
傾
向
に
あ

る
。
こ
の
た
め
、
依
頼
者
や

開
発
業
務
受
託
機
関
（
Ｃ
Ｒ

Ｏ
）
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ
強
化
や

共
同
治
験
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

体
制
強
化
等
、
共
同
治
験
推

進
策
に
つ
い
て
協
議
が
行
な

わ
れ
た
。

　

ま
た
、
本
会
病
院
が
受
託

し
た
治
験
に
お
け
る
中
央
Ｉ

Ｒ
Ｂ
の
活
用
に
つ
い
て
も
、

今
後
進
め
て
い
く
こ
と
を
確

認
。
共
同
治
験
の
推
進
に
向

け
今
後
さ
ら
に
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
【
報
告
】

◇
中
央
治
験
審
査
委
員
会
・

標
準
業
務
手
順
書
の
改
正

　

中
央
治
験
審
査
委
員
会
に

お
い
て
、
臨
床
研
究
に
つ
い

て
も
審
査
で
き
る
よ
う
、
標

準
業
務
手
順
書
を
整
備
す
る

旨
が
報
告
さ
れ
、
引
き
続
き

検
討
を
続
け
る
こ
と
と
な
っ

た
。　
（
共
同
治
験
事
務
局
）

　

岡
山
済
生
会
き
び
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
11
月
1

日
、
吉
備
病
院
内
に
開
設
さ

れ
た
。

　

同
院
は
岡
山
市
の
高
松
・

足
守
地
区
に
位
置
し
、
高
齢

化
率
が
30
・
1
～
40
・
1
%

と
同
市
平
均
25
・
7
%
を

大
き
く
上
回
る
地
域
で
あ
る

こ
と
か
ら
平
成
30
年
、
2
人

の
看
護
師
の
兼
務
で
吉
備
病

院
訪
問
看
護
室
を
設
置
。
同

室
を
内
外
へ
周
知
し
た
こ
と

に
コ
ロ
ナ
禍
が
重
な
り
、
令

和
2
年
2
月
頃
か
ら
訪
問
看

護
へ
の
需
要
が
高
ま
っ
た
。

こ
れ
に
応
え
る
た
め
8
月
か

ら
2
人
を
専
従
に
し
て
開
設

準
備
に
入
っ
た
。

　

当
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

皮
膚
損
傷
へ
質
の
高
い
ス
キ

ン
︲
テ
ア
を
吉
備
病
院
の
皮

膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師

と
、
認
知
症
に
つ
い
て
も
認

定
看
護
師
と
連
携
し
専
門
的

な
ケ
ア
を
提
供
で
き
る
。
い

ず
れ
も
在
宅
で
は
ニ
ー
ズ
が

高
く
、
同
じ
建
物
に
あ
っ
て

協
働
で
き
る
の
が
特
徴
だ
。

　

ま
た
、
同
院
看
護
師
を
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
登
録
す
る
制

度
を
導
入
。
現
在
8
人
が
登

録
し
、
う
ち
4
人
が
曜
日

別
・
日
替
わ
り
で
訪
問
看
護

の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
入
り
、

訪
問
看
護
師
の
休
日
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方

で
、
こ
の
登
録
看
護
師
は
訪

問
看
護
の
実
践
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
入
院
患
者
へ
の
手

厚
い
退
院
支
援
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

当
施
設
は
「
地
域
住
民
が

安
心
し
て
住
め
る
生
活
支

援
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
高
齢
者

や
障
が
い
者
を
支
え
て
い
く
。

（
看
護
師
　
西
本
泉
）

　

4
日
＝
済
生
記
者
研
修
会

①
（
本
部
）

　

4
～
5
日
＝
薬
剤
部

（
科
・
局
）
長
研
修
会
（
本
部
）

　

5
日
＝
済
生
会
フ
ェ
ア

（
茨
城
・
神
栖
済
生
会
病
院
）

　

10
日
＝
支
部
長
会
議
（
本

部
）

　

15
日
＝
施
設
運
営
委
員
会

（
本
部
）

　

18
日
＝
済
生
記
者
研
修
会

②
（
本
部
）

 

15
日
＝
済
生
記
者
研
修
会

③
（
本
部
）

 

20
～
22
日
＝
ア
ド
バ
ン
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
Ⅲ
（
本

部
）

JRAから5億円
新
型
コ
ロ
ナ

共
同
治
験
の
P
R
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
へ

推
進
専
門
小
委

J RA・後藤理事長（左）と炭谷理事長

コロナ禍だから…。
だけどお正月だから…。
笑顔になってほしいから…。
「会えないけれど笑顔になれる」をコンセプトに
株式会社白橋　オリジナルキャラクター「nonchan」が
どこかほっこりする新年をプレゼント。

Original New Year Card

筆文字名刺
あなただけのために、

　　　あなただけの文字で。

Fudemoji Meishi

抗菌年賀状
はじめました！

抗菌年賀状
はじめました！

詳しくは
白橋　年賀状 検索

Web 注 文
ネットで簡単にご注文いただけます。

早期割引
12/11 迄

20％off

特別割引
12/18 迄

10％off

お忙しい方のために、

宛名印刷も承ります。
お忙しい方のために、

宛名印刷も承ります。

年
賀
状
で
会
い
に
行
こ
う

２
０
２
１
年

令和3年

年賀状印刷
Fax 03-3555-0981【月～金　9:00～17:00】03-3551-1181 名刺の白橋 検索

〒104-0032 東京都中央区八丁堀4-4-1
https://www.shirahashi.co.jp/


